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第２章　建学の精神-前編-
         J.ウエスレー
　　　　
キーワード
1.ウエスレーの生涯 回心体験を中心に
2.ウエスレーの教え　キリスト者の完全
3.ウエスレーの事業　説教、著作、福祉事業

　
1.ウエスレーの生涯 　回心体験を中心に

　「ようこそウエスレヤン大学へ」。こう言っても、みなさんの中には
「ウエスレヤン」(Wesleyan)という名前をはじめて聞いた人も多いこと
でしょう。ウエスレーは今から300年も前になる1703年に生まれまし
た。しかし、いろんな点で身近な人なのかもしれない。そこで、わた
しにとってウエスレーはどんな人であるのか。わたし的ウエスレーを
語ることからはじめようと思う。
　わたしの父は牧師でした。彼の立場は、ある部分でウエスレーと対
立する改革長老派の系統に属していました。しかし、わたしが小学生
のころ出版されたばかりのウエスレー全集を書斎に並べて、親しんで
いたのを思い出します。彼は改革長老派の考えに立っていたが、異な
る立場を容認していたというのだろうか。ウエスレーとカルヴァンと
いう名前がでてきたので、すこしだけ説明しようと思います。ウエス
レーとカルヴァンとどう違うのかひとことで言えば、ウエスレーは
「万人救済説」に立っている。神はお造りになったすべての人を一人も
れなく救おうとしておられるという立場である。それに対してカル
ヴァンは救われるものはあらかじめ決まっているという「予定説」に
立つ。その中に入るには何らかの努力が必要だということになる。こ
ういう議論を「救済論」という。この救済論で両者は対立してきた。
　その頃、わたしは父の書斎から「ウエスレーの日記」を借りて読ん
だことがある。その中でもウエスレーの回心の話は印象深いものが

ウエスレー
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あって記憶に残っている。そうしたことが現代を生きるわたしたちに
とってどんな意味をもちうるのか。次にウエスレーの生涯を見よう。

ウエスレヤン

　「ウエスレヤン」とはウエスレーの精神を受け継ぐものを意味する。
そのもとになったジョン・ウエスレー（John Wesley,1703-1791）は、牧
師であった父サムエルと母スザンナの15番目の子としてイギリスで生
まれた。オックスフォード大学を卒業し、２年ほど父の助手として働
いていた。ところが弟がオックスフォード大学で「神聖クラブ」（Holly
Club）というサークルを作り、その会長になってほしいと頼み、彼は
会長を引き受けることになった。この1729年が、「メソジスト」の創
設年とされる。「神聖クラブ」の学生たちは、当時の学生達のみだれた
生活に対する批判とともに、自分はどうにかして清くまじめに生きよ
うとし、定期的に断食をし、夜は時間を決めて神学書を読むという規
則的な生活を心がけていた。４名で初めたグループが10名近くになっ

きちょうめん

たとき、他の学生達は彼らに「メソジスト」(几帳面)というあだなをつ
けた。ところがウエスレーたちはこのよび名をむしろ光栄あるものと
して甘受し、やがて自分達を「メソジスト」とよぶようになった。
　彼らはイギリス全土、また当時アメリカに移民した人たちに対する
伝道者としての使命を覚えて活動を始めた。

　アメリカ伝道
　1735年、ウエスレーは宣教師として初めてアメリカのジョージアに
渡った。そのとき、ウエスレーたちが乗った船はたいへんな嵐にみま
われた。日記によると、次のように記されている。

  船の中では規則正しく朝の4時に起きて5時までそれぞれ祈祷をする。5時
から7時まで注意深く聖書を研究した。7時に朝食、8時に公祷、9時から2時
まで自分はドイツ語またはギリシャ語を勉強した。・・・ところが、暴風が
襲ってきた。船の動揺と風の音のために目が覚めた。まだ死にたくなかったの
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で、死の準備が出来ていないことがよく分かった。
その暴風は2度3度とあり、船はさきに進まなかった。第3の暴風が始まった。
4時頃には、これまでよりはるかに激しくなった。7時にわたしはドイツ人た
ちの所に行った。わたしは以前から、彼らの行動の極めて真面目なことを見て
いた、・・・今や彼らが誇りや怒り復讐と同様、恐怖の念からも解放されてい
るか否かをためす機会が来たのである。礼拝の初めに詩篇を歌っている最中に
波が荒れて船にかぶさり、甲板の間に流れ込み、あたかも海底深く飲み込まれ
てしまったかのようであった。イギリス人のあいだにすさまじい悲鳴があがっ
た。ドイツ人たちはいとも静かに歌い続けた。後でわたしはその一人に「恐ろ
しくなかったのですか」と尋ねた。かれは「有り難い事に、少しも恐ろしくあ
りません」と答えた。「女の人たちや、子供たちは恐ろしくなかったのですか」
と重ねて尋ねた。彼は穏やかに「いいえ、女も子供も死を恐れていません」と
答えた。

　嵐のために、アメリカまで６週間もかかってしまった。嵐の中で、
ウエスレーは自分は死んでしまうのではないかと動揺した。ところが、
一緒に乗っていた一団がいて、彼らは嵐の中でも冷静で、決まった時
間に讃美歌を歌い、聖書を読み、祈っていた。ウエスレーはこの人た
ちにふれて、死ぬ準備ができていない自分を知らされると共に、この
一団の人たちが自分にないものをもっていると感じた。この人たちは
後述するが、モラビア派に属するドイツ人で、アメリカに移民する人
たちであった。船は目的地に着き、ウエスレーはアメリカ伝道の第一
歩を踏み出した。そのときの日記に次のように記した。

　1736年 3月 7日、日曜日、サバナにおける働きに着手し、その日の日課に
なっているコリント13章について説教した。

　人々ははじめウエスレーの説教を注意深く聞いていたが、その説教
はかたく、自分に要求していることを聴衆にもきびしく求めたので、
嫌われるようになった。
　ある日、ウエスレーはオグレソープ師と会った。彼は嵐のとき同じ
船に乗っていたドイツ人指導者であった。ウエスレーはオグレソープ
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に、自分に対する忠告を求めた。すると、彼は「あなたは自分のうち
かくしょう

に確証を持っていますか。」と問うのであった。こう問われて、「わた
しは驚いて何と答えるべきかを知らなかった」。さらに、「あなたはイ
エス・キリストを知っていますか」と、キリスト教のあまりにも初歩
的なことを問うてきた。わたしはちょっとためらったが、「キリストが
世界の救い主であることを知ってます」と言った。「その通りです」と
彼は答えた。「だが、キリストがあなたを救いたもうたことを知ってい
ますか」。この問いに「キリストはわたしを救うために死にたもうたの
に相違ありません」と答えた。彼はただ「あなたは自分自身を知って
いますか」とだけつけ加えた。「知っています」と答えはしたものの、
その言葉が空虚なものであったような恐れを覚えた。
　オグレソープとの会話で、ウエスレーは自分が宣べ伝えているイエ
ス・キリストを信じていることに確信を持っていないことを痛感した。
このときから、ウエスレーは信仰の確証を求めるようになった。確証
をもたない信仰を語っていたということを、痛烈に知らされると共に、
信仰の確証を自分の問題として痛切に求め始めた。
　最初のアメリカ伝道は２年９ケ月であった。アメリカ伝道は思った
成果はなく、失意の内にイギリスに戻った。ところが、1738年の5月
24日、ウエスレーに一身上の回心が起こった。彼の日記を見よう。

　アルダスゲートの回心　
 1738年5月24日、水曜日、「夕方はなはだ気は進まなかったが、アルダス ゲー
ト街の教団の集会に出た。丁度一人の人がルターのロマ書序文を読んでいると
ころであった。9時15分頃、神がキリストを信じる信仰を通して心にもたらし
たもう変化を述べているとき、わたしはわが心の奇しく燃ゆるのを覚えた。わ
たしは自分がキリストを信じ、キリストのみ救いを与えたもうことを、ひしひ
しと感じた。また神が自分のような者の罪をさえ取り除いて、罪と死から救い
たもうたことの確証を与えられた」。

くす

　「わが心の奇しく燃ゆるのを覚えた」という回心はウエスレーに新境
地をひらいた。彼はあのときいらい求め続けてきた信仰の確証を得、
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心に燃えるものをもった。この時点で、ウエスレーの回心の全容を述
すいこう

べることはできない。それは時とともに推敲されて「キリスト者の完
全」という思想を成していったからである。その思想形成をたどりな
がら、もうすこしウエスレーの歩みを記そう。
　ウエスレーは、アルダスゲート街の集会で回心を体験したあと、一
月もたたない時に、あの船で出会ったドイツ人移民団の故郷、モラビ
アを訪ねる決心をした。「モラビア」は、現在はチェコの国にある一地

はくしゃく

方で、そこの一領主であったツィンツェンドルフ伯爵（1700-1760）が
自分の領地をキリスト教信仰によってつくることをはじめた。この一
団は、その後「ヘルンフート兄弟団」と呼ばれてアメリカ、インド、ア
フリカへと世界にひろがった。

　モラヴィア訪問
　そのころのモラビアはいわばスイスのような、
アメリカのようなところだったと思われる。
宗教改革のあと、信仰上の理由で逃がれてくる人
たち、今で言えば難民を受け入れた。モラビアは
信仰、思想、知識の国際交流の場にもなっていた
のである。領主ツィンツエンドルフ伯爵が指導す
る「ヘルンフート兄弟団」は、ほぼ100人を一つの単位とする自治共
同社会を形成した。ウエスレーはこの共同体に触れたのである。
　1738年 6月 14日、ウエスレーはイギリスを出発した。オランダの
ロッテルダムに上陸、ライン河を数頭の馬がひく船にのってさかのぼ
り、フランクフルトに着いた。そこで、モラビアからフランクフルト
に来ていたツィンツェンドルフ伯爵と会い、しばらく会談した。その
日は90人からなる兄弟団の宿舎に滞在した。「心を一つにして兄弟と
共におるのはいかに楽しきことか」と聖書の句を記している。旅を続
け、ライプツィヒを通って、目的地、今はチェコの国モラビアに向かっ
て旅を続けた。

ツィンツエンドルフ伯爵
とウエスレーの会見

スケッチ
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　ウエスレーの仲間が「メソジスト」とあだなをつけられたことにつ
いては、さきに述べた。人々は、冷やかし半分であったりさげすんだ
りしたのであるが、そうした意味でなく、自分の生きる方法、メソッ
ドというものを見出し、そのなかに自分をあらわし、生きる手段とす
る。自分のメソッドを追求するということは、わたしたちにも必要な
ことではないだろうか。この意味で、ウエスレーは時代を超えて身近
に感じることができる存在なのである。
　ウエスレーにとって生きる方法、メソッドとは、神聖クラブの規則
がそうであったように、礼拝を守るとか、聖餐式を重んじるとか、定
期的な断食をするという方法であった。さらに、回心後の方法・メソッ
ドは「キリスト者の完全」という教理に結集していく。ウエスレーが
生きた近代という時代は、自分の方法を見つけ、その方法によって生
きた。科学者は多くの自然の法則、すなわちメソッドを発見し、それ
によって人がより豊かに生きる世界を開いてきた。わたしたちは、そ
れによってより一層広く豊かな生活を享受しているのである。ウエス
レーは目的地のヘルンフートについた。そこで２週間ほど滞在して、
イギリスに帰った。ウエスレーの本格的な伝道活動は、この訪問後に
展開される。　

　２.ウエスレーの教え
　 　「義認」と「聖化」

　さきにウエスレーの基本思想「キリスト者の完全」についてふれた。
毎年行われたメソジスト教会の年次総会で決議され、それを書き改め、
発展していったものである。
　ウエスレーの教えは２つの中心をもつ楕円にたとえて説明される。
1.1.1.1.1.人は、社会的身分や地位によらないで、だれでも新しく生まれ変わ
ることができる。だれでもイエス・キリストを信じる信仰に助けられ
て罪を告白し、洗礼によってきよめられた人は、義と認められ、キリ
スト教徒、すなわちクリスチャンとなる。この「義認」（justification）
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の教えはウエスレーの教えの第１の中心である。そして、そのチャン
ばんにんきゅうさいせつ

スは誰にでも開かれているという「万人救済説」を唱えた。「世界はわ
が教区なり」というメソジストのモットーは、万人救済説にたつミッ
ションを意味している。次の章でのべるC.S.ロング博士が日本に遣わ
されたのも、それから後の宣教師たちが鎮西学院に遣わされたのも、
ただひとえにキリスト教に基づく人格教育と宣教目的を達成するため
であった。
　ところで、大学に入学したが、そのあとちっとも変わらない自分に
不安を覚える人がいる。それとよく似て、洗礼を受けてキリスト教と
なった人が、以前の生活とちっとも変わらない自分に不安を覚え、責
任を感じたり、罪責感を覚える。義と認められ、罪を赦されたという
実感を失っていく。こうしたことについてウエスレーの時代、教会は
ほとんど語ってこなかった。
　22222.ウエスレーは信仰は完成を目ざすといった。「キリスト者の完全」
を目ざすのでなければならない。洗礼を受けた人は、新しい人生の出
発点に立ったのであり、信仰の完成を目ざす。このことをウエスレー
は「聖化」（sanctification）を目ざすという。ウエスレーの教えの第２
の中心は「聖化」である。ウエスレーはこの完全のイメージをアッシ

なら

ジのフランシスや「キリストに倣いて」にあるカトリックの完徳の思
想から受けた。「キリストに倣って、この世のあらゆるむなしいものを
さげすむこと」ということばに始まる「キリストに倣いて」は、キリ
シタンが日本に伝えられた当初、天草に運ばれたグーテンベルクが発
明した印刷機で1596年に印刷された最初の書物で「コンテンプスムン
ジ」として広く読まれた本である。ウエスレーの完全の教えは、今の
ことばで言えば人生の目的、人としてのミッションを示したといえる。
ウエスレーの教えは、多くの人の心に訴え、その心をとらえた。

キリスト者の完全

　「キリスト者の完全」についてウエスレーは何と言っているだろう
か。彼は言う、多くの人が完全という言葉に不快感を覚えるのである
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が、よく読むと、聖書は完全について多くのことを語っている。いっ
たい、どういう意味でキリスト者は完全であり、どういう意味でキリ
スト者は完全でないのだろうか。そして人が目ざすべき完全とはなに
か。
　１.まず人は完全でないという点について。
　人は知識において完全でない。神の愛がどういうものであるか人は
知らない。鏡に写してみるように一部しか知らない。（１コリント13:

むち あやま

12）　キリスト者でさえも、無知や誤ちから解放されるほどには完全で
はない。この地上には絶対的完全は存在しない。だから人は恵みに
よって成長し、神の知識と愛においていつも前進する必要がある。
　２,どういう意味でキリスト者は完全であるか。
　幼な子でさえ、ある完全さを持っている。幼な子は神から生まれて
いるので罪を犯さない。神の国を生きている。
　「幼な子のようでなければ神の国に入ることはできない。」とイエス
は言った。神の子として新しく生きる人は、信仰の幼な子という段階
を出発する。信仰の成長の段階を歩んでいくキリスト者の完全が強調
される。「キリスト者は罪を犯さない程度に、完全である」。そして、
「あなたがたの天の父が完全であるように、あなたがたも完全でありな
さい」（マタイ5:48）。「全き人になりなさい」という。
　1752年の年会は、この教えを次のように要約した。

キリスト者の完全とは神と隣人への愛であって全ての罪からの解放を含んで
いる。これは信仰によってのみ受け得る。

 この７年後、「いつ完全に達したかを人は判定できるか」という問い
に次のように答えている。
　自分が義とせられる前に経験したよりも、更に深い、更に明らかな
確信によって、生まれながらの罪について十分に自覚し、また罪を次
第に強く悩むようになった後、罪については全く死んだ者、また神の
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愛と神の像とにまったく再生したものとなり、常に喜び、絶えず祈り、
全ての事に感謝するようになったとき、これが完全に達した証明であ
る。　
  要約すると、キリスト者の完全は神と隣人への愛であって、人がそ
の完全に達したと判定できるしるしは、「常に喜び、絶えず祈り、すべ
てのことに感謝する」ようになったとき、これが完全に達した証明で
ある。
　ウエスレーの教えについて二つの中心から概略を示した、その二つ
の中心を持つ「キリスト者の完全」は、わたしたちが目ざす目標を明
らかにしている。

敬天愛人

　さきに、ウエスレーの回心体験に伏線があるといった。彼は嵐の中
で死ぬ準備ができていない自分の弱さを知ったのである。いいかえる
と、嵐という外面的なことがらが、内面世界に侵入し、死に直面して、
人間としての脆弱さを知らされた。このときから、信仰の確証を切実
に求めるようになった。これは回心の伏線となっている。その後、ア
ルダスゲート街のモラビア派の集会で、回心を体験し、そこで信仰の
確証を得た。この体験は「キリスト者の完全」というメソジストの教

すいこう

えとなり長い時間をかけて推敲された教理となった。
　話をそのアルダスゲート街での回心に戻そう。集会で読まれ、ウエ
スレーを回心へと導いた言葉は、ルターのロマ書序文であった。すな
わち、彼が心の奥深くで出会ったのは、ドイツの宗教改革を指導した
マルチン・ルターがローマ書の序文に書いた聖書解釈の言葉であった。

けいけん

モラビア派はルターから受け継いだ「敬虔主義」の精神に生きていた。
「敬虔」とは心の奥深くでの神と人との人格的な交流を意味する。とも
すれば、神との交流という場合、神秘主義は神との合一を唱え、自分
を神と等しいものにするという危険性が指摘される。その危険は、神
を愛するあまり人や世界を愛さない、ときに世を憎むという矛盾に陥
るのである。信仰の盲目に陥り、自分を神であるかのごとく自己同一
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化して、他人を裁く。信仰の絶対主義的な生き方に陥る。ウエスレー
はそのような神秘体験ではなく、心の奥深くでの神との人格的な交流
を体験したのである。

　あなた方は『隣人を愛し、敵を憎め』と聞いてきた、しかし、わたしは言う。
「敵を愛し、自分を迫害する者のために祈りなさい」　(マタイ5:43-44)

　また
「『心を尽くし、精神を尽くし、思いを尽くして、あなたの神である主を愛

しなさい。』第二も、これと同じように重要である。『隣人を自分のように愛
しなさい。』　(マタイ22:37-39)

　鎮西学院のモットーである「敬天愛人」はキリスト教の中心そのも
のを表わしている。「敬天」とは神を敬うのである。それは神に対する
人の敬虔な思いであり、信仰を意味している。これを神と人との縦の
関係とするならば、「愛人」は人を愛する横の関係である。神と内面的
に交わる敬虔を縦の線とし、人との外的な交わりを横の線とし、二つ
の線がクロスする十字架を思い浮かべてほしい。キリスト教ではその
交点にイエスがつけられた十字架をイメージしてきた。そして、イエ
スの十字架は、神と接触する人の人格が成立するところでもある。人
間の核心といえる。神を愛することは即ち人を愛することに結びつく。
ウエスレーの回心体験は、個人的な神との深い交わりでありながら、
神を愛することが人を愛する。そのような核心を獲得したものと言え
る。神を愛するとは（たとえわたしが嫌いでも）神が愛する人を愛す
ることを意味し、社会への関心を呼び覚まし、社会事業へと展開して
いく。グローカルという言葉が広まっている。ローカル(地域)で行う
ことがグローバル(世界的普遍性)を含んでいる。グローバルな働きは
ローカルな人の内面深い一点から発している。ウエスレーにはすでに
グローカルが展開されているのである。神を愛することと人を愛する
ことが一つだとするヨハネの言葉は次のとおりである。
 　「神を愛している」と言いながら兄弟を憎む者がいれば、それは偽り者で
す。目に見える兄弟を愛さない者は、目に見えない神を愛することができませ
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ん。神を愛する人は、兄弟をも愛すべきです。　 (ヨハネ4:20-21)

　次に、この教えは、どのようにウエスレーの活動に展開されたのか、
ウエスレーの事業をみようと思う。

ウエスレーの事業

　ウエスレーは88歳で亡くなるまで約63年の伝道者の生涯を送った。
そのあいだの説教回数は約４万回、一年に800回、一日2回という驚
異的な活動であった。馬をつかった旅行の長さは50年でおよそ3万6
千200キロ、一日平均21キロを移動した。印刷発行された著書は、説
教集、聖書註解、神学書、伝道冊子、日記は、341巻に及ぶ。
　本学図書館にあるウエスレー関係の書籍を巻末参考書一覧に掲載し
ているので、一冊でも手にとって一読していただきたい。
　ウエスレーは奴隷売買を「宗教とイギリスと人間性の恥辱である」
といい、廃止のために努力した。また、キリスト教のピューリタンた
ちは、貧しい人々は怠け者だから貧しいのだといって批判したが、ウ
エスレーは実際に貧しい人たちを訪問して感じたことをもとに反論し
た。貧しい人たちは働きたくても仕事がなかったり、最初から貧しい
家庭にそだって教育を受けていなかったり、食物が悪くて身体が弱く
て働けないのだと言い、むしろ社会の仕組みを問題にした。ウエス
レーは伝道活動の中で、炭鉱労働者、金属工、自由農民、小農出身者
たちの生活の実態に触れ、何が必要かを感じ取っていたのである。こ
の感受性そのものが愛に基づく、「キリスト者の完全」に結びついてい
る。この道を行く人の中から指導者たちが育ちイギリスの労働運動を
先駆的に担った。
　貧しくて医者にかかれない人たちが多いことがわかると、1746年に
はロンドンに診療所を開設した。医学を勉強していないウエスレー自
身が治療にあたったこともあるといわれている。また貧しい人々が急
に金銭を必要とするときのために、貸付金庫をつくった。またメソジ
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スト運動のなかで、女性指導者を多く育てたことも、時代を先駆ける
ものであった。
　ウエスレーのメソジスト運動は多くの教会をつくった。教会からそ
の精神に基づいた教育機関、また社会事業施設を各地に建てた。この
流れの中から、C.S.ロングは1881年長崎に派遣され、東山手の地に鎮
西学院の前身となるカブリー英和学校を創設した。ロング博士につい
ては、次章でのべよう。


